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バス利用促進方策について 
 

 

 

■本資料の全体構成 
本資料では、以下の項目についてとりまとめる。 

 

 1 実態調査内容について 
バス利用者の意向を把握するためにおこなった、バス利用者意識調査の内容と結果を整

理する。また、別途平成 19 年度に行われた市民アンケート調査の結果から、非バス利用

者のバスに対する意識を抽出・整理する。 

 

 1.1 箕面市におけるバス利用促進の考え方 

 1.2 バス利用者意識調査の実施 

 1.3 バス利用者意識調査の結果 

 1.4 非バス利用者の意識の把握 

 1.5 市民アンケート調査等 

 1.6 まとめ（課題抽出） 

 

2 バス利用促進方策について 
1 でとりまとめた結果から、箕面市において短期的に実施して効果の期待できるバス利

用促進方策を検討する。 

 

 

 

第 3 回協議会 
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１．実態調査内容について 
 1.1 箕面市におけるバス利用促進の考え方 

箕面市においては、特に鉄道駅端末交通としてのバスの役割が大きく、サービスレベル

も高い。北大阪急行線が延伸された後も、バスは重要な役割を果たすと考えられるが、市

民満足度は低い状況にある。よって、公共交通の利用促進に向けては、バスの利便性向上

による利用促進が重要な検討課題となる。 

本検討においては、箕面市における課題・問題点の所在を明らかにすることを目的に、

バスサービスやバスネットワークに対する利用者や市民の意識の把握を行うための意識

調査を実施する。また、箕面市において実施した各種市民アンケート調査も活用する。 

 

【バス利用に関する実態調査】 

調査 目的・概要 

バス利用者

意識調査 

バスの利用者に対して、問題点と改善要望等を聞く。 

簡易 TFP 粟生団地、桜ヶ丘地区の住民に対して、モビリティ・マネ

ジメントと並行してバスに関する問題点・改善要望等を聞

く。（事後調査） 
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 1.2 バス利用者意識調査の実施 
 

本業務では、箕面市における課題・問題点の所在を明らかにすることを目的に、バスサービス

やバスネットワークに対する利用者や市民の意識の把握を行うための意識調査を以下の内容で実

施した。 

 

項目 内容 

対象者 千里中央、北千里、阪急石橋の主に通勤・通学・買い物利用者の

帰宅時を想定 

 

 

配布票数・回収票数 合計 1000 票配布 

357 票回収 

 

配布方法 バスターミナルで箕面市方面のバス待ち客にアンケートハガキ

を配布 

 

回収方法 アンケート用紙をハガキとして郵便ポストに投函してもらう 

 

実施日 平成 20 年 10 月 7 日（火）13：00～20：00 

  ※当初 10 月 1 日（水）予定→雨のため順延 
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アンケート項目 ⇒資料 9、10 

z 回答者の属性（性別、年代） 

z 公共交通利用の主な目的（通勤か通学か、その他か） 

z 利用頻度 

z 乗降バス停 

z バスの問題点、改善して欲しい点 

z 循環バスに対する利用期待度 

z バス停駐輪場に対する期待 
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■ 配布場所 

z 千里中央・・・4～7、11、12 番のりば 

 

z 北千里・・・4～6 番のりば 

 

千里中央

北千里
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阪急石橋・・・3 番のりば 

配布票数について 

z 以下のような振り分けで配布をおこなった。 

z 千里中央（６００票） 

 4～7 番

のりば 

 

（バス本数） 

11 番の

りば 

 

（バス本数）

12 番の

りば 

 

（バス本数） 

13 時台 30 票 15 本 10 票 5 本 10 票 3 本 

14 時台 35 15 10 5 10 3 

15 時台 40 16 10 5 10 3 

16 時台 40 16 15 6 10 4 

17 時台 75 26 35 11 10 4 

18 時台 75 24 35 8 15 5 

19 時台 75 21 35 9 15 5 

合計 370 票  150 票  80 票  

千里中央合計   600 票 

阪急石橋 
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z 北千里（３００票） 

 4～6 番

のりば 

 

（バス本数） 

13 時台 25 票 11 本 

14 時台 25 11 

15 時台 25 11 

16 時台 30 12 

17 時台 65 16 

18 時台 65 16 

19 時台 65 18 

合計 300 票  

 

 

z 阪急石橋（１００票） 

 3 番 

のりば 

 

（バス本数） 

13 時台 10 票 4 本 

14 時台 10 4 

15 時台 10 4 

16 時台 15 4 

17 時台 15 4 

18 時台 20 4 

19 時台 20 4 

合計 100 票  
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調査状況写真（千里中央） 

千里中央４～７番乗場

調査状況写真02 調査状況写真03

千里中央７番乗場 調査状況写真01

千里中央４番乗場 千里中央５番乗場
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千里中央11番乗場

千里中央12番乗場

千里中央11番乗場

千里中央12番乗場

調査状況写真01

調査状況写真01
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調査状況写真（北千里） 

北千里４～６番乗場

調査状況写真02

北千里４番乗場 北千里５番乗場

調査状況写真01

北千里６番乗場
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調査状況写真（阪急石橋） 

石橋３番乗場

調査状況写真01 調査状況写真02

石橋３番乗場
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資料９ バス利用者意識調査票（表） 
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資料 10 バス利用者意識調査票（裏） 
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 1.3 バス利用者意識調査結果 

 

■集計項目 

 

（１） 回答率 

 

（２） 回答者の属性 
1) 性別 

2) 年齢構成 

 

（３） バス利用者の利用実態 
1) バス利用時の移動目的 

2) バスの利用頻度 

3) 主な利用区間 

 

（４） バス利用者の意識 
1) 現状のバスに対する要望 

2) 市内を循環するバス路線に関する意識 

3) 自転車駐輪場の整備に関する意識 
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（１） 回答率 

 

配布総数 1,000 人（千里中央：600 人、北千里：300 人、阪急石橋：100 人）のうち、回

答があったのは 359 人で、回答率は 35.9%（千里中央：38.2%、北千里：35.3%、阪急石橋：

24.0%）である。 

生活に身近なテーマであったこと等から、郵送回収方法で想定される回答率（20%前後）より

大きくなった。 

 

 

24.0%

35.3%
38.2%35.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 千里中央 北千里 阪急石橋  

 

 

図 回答率（配布場所毎） 
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（２） 回答者の属性 
1) 性別 

回答者全体では、女性の割合（59.9%）が男性の割合（31.2%）の約２倍である。 

 

 

女性
59.9%

不明
8.9%

男性
31.2%

 

 

 

図 回答者の性別 

 

 

2) 年齢構成 

回答者全体では、60 代以上の方が３人に１人の割合（33.4%）を占めている。 

 

 

30代
13.1%

40代
14.8%

60代以上
33.4%

20代
10.0%

50代
24.0%

不明
2.2%

10代
2.5%

 

 

 

図 回答者の年齢構成 
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（３） バス利用者の利用実態 
1) バス利用時の移動目的 

全ての配布箇所において通勤目的の利用割合が最も多く、特に阪急石橋では通学目的を含

めると定期的な移動目的が６割以上（63.6%）となっている。 

自由な移動目的のうち、買物目的に絞って見てみると、千里中央は 25.0%で他の２箇所

と比べて高く（北千里：20.8%、阪急石橋：18.2%）、千里中央駅周辺や大阪市内方面への

需要が高いことが考えられる。 

また、通院目的に絞って見てみると、北千里は 8.8%で他の２箇所と比べて高く（千里中

央：6.2%、阪急石橋：3.0%）、北千里駅近傍の医療機関への需要が高いことが考えられる。 

 

 

42.1%

51.5%

7.5%

12.1%

25.0%

20.8%

18.2%

6.2%

8.8%

20.7%

20.1%

15.2%

42.9%

通勤

4.6%

通学 買物

3.0%

通院

0.6%

送迎

0.6%

0.0%

その他

千里中央

北千里

阪急石橋

 

 

 

図 バス利用時の移動目的（複数回答含む） 
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2) バスの利用頻度 

回答者全体では、月に 21～25 回（週に約５回）利用する人の割合が最も多く（42.3%）、

回答者の多くは日常的にバスを利用していることが考えられる。平均利用回数は、月に約

15.4 回（週に約３回）である。 

 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

 

 

 

 

図 バスの利用頻度（目的：全目的 月あたり） 

 

このうち、買物目的の利用では、月に１～５回（週に約１回）利用する人の割合が 66.0%

で最も多い。 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

 

 

 

 

図 バスの利用頻度（目的：買物 月あたり） 

平均 μ=15.39（回/月） 標準偏差 σ=9.64 

平均 μ=5.83（回/月） 標準偏差 σ=5.18 
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3) 主な利用区間 

① 千里中央配布 

千里中央の利用者は、市内の全域に広がっている。 

このうち、利用者の割合が多い地域（路線によるゾーン分けに基づく）は、市中部の山麓

線沿い、市中部の国道 171 号線沿い、市東部の山麓線沿い、市東部の小野原豊中線沿いで

ある。 

 

 

 

 

 

 

図 バス利用者の地域分布（千里中央発着） 

 

市中部・山麓線沿い 

市東部・国道 171 号線沿い

市東部・山麓線沿い 

市東部・小野原豊中線沿い

市中部・船場地区

市中部・国道 171 号線沿い

市西部 

市北部 

（森町地区）

市内：162/176 92.0% 

市外： 14/176 08.0% 
（吹田市・池田市・豊能町）
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② 北千里配布 

北千里の利用者は、市の東部に集中している。 

利用者の割合には、大差がない。 

 

 

 

 

図 バス利用者の地域分布（北千里発着） 

市内：59/69 85.6%

市外：10/69 14.4%
（吹田市・豊中市・茨木市）

市東部・国道 171 号線沿い

市東部・山麓線沿い 

市東部・小野原豊中線沿い
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③ 阪急石橋配布 

阪急石橋の利用者は、国道 171 号線沿いに集中している。 

 

 

 

 

図 バス利用者の地域分布（阪急石橋発着） 

市東部・国道 171 号線沿い

市中部・国道 171 号線沿い 

市西部 

市内：11/14 78.6% 

市外：03/14 21.4% 
（茨木市） 
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（４） バス利用者の意識 
1) 現状のバスに関する要望 

箕面市内の停留所を出発地とする回答者全体のうち、「増発・増便」を望むものが 58.7%

と最も多く、「停留所施設の改善」（28.0%）、「運賃の値下げ」（23.5%）、「路線の新設・充

実」（22.5%）を挙げる意見が多い。 

このうち、「増発・増便」、「路線の新設・充実」、「運行時間帯の改善」（15.7%）を含めた

運行サービスに関するものを挙げた人の割合は 66.9%である。 
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（N=293） 

 

図 現状のバスに関する要望 
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「増発・増便」を要望すると回答した人について、自宅の最寄り停留所（地域）を見たと

ころ、市中部の国道 171 号線沿いや市西部（箕面中央線など）、市北部（箕面森町線）、小野

原豊中線沿い（粟生団地線の千里国際学園方面、小野原東線）で割合が高い。 

 

 

58.70%

58.62%

67.65%

21.43%

53.57%

44.12%

66.20%

85.71%

66.67%

全体

　　　　市中部

（山麓線沿い）

　　　　　　　市中部
（国道171号沿い）

　　　市中部

（船場地区）

　　　　市東部

（山麓線沿い）

　　　　　　　市東部

（国道171号沿い）

　　　　　　市東部

（小野原豊中線）

市西部

市北部

 

 

図 「増発・増便」への要望 

（箕面市内の停留所を出発地とする回答者のみ） 
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「路線の新設・充実」を要望すると回答した人について、希望する行き先・方面を尋ねた

ところ、箕面方面（箕面駅・市役所）が過半数を占めており、市内の拠点となる地区へのロ

ーカル輸送の改善を要望しているものと考えられる。 

 

 

箕面方面
54.8%

その他
29.0%

茨木方面
4.8%

粟生団地・間
谷・彩都方面

11.3%

 

 

図 「路線の新設・充実」への要望 希望する行き先・方面 

（箕面市内の停留所を出発地とする回答者のみ） 

 

 

「運行時間帯の改善」にを要望すると回答した人について、改善を希望する時間帯を尋ね

たところ、深夜の時間帯（22 時以降）が 38.5%で最も多い。 

 

 

早朝
（4～7時）
19.2%

昼間
（9～17時）

19.2%

夕ピーク
（17～20時）

7.7%

深夜
（22～25時）

38.5%

夜間
（20～22時）

15.4%

 

 

図 「運行時間帯の改善」への要望 希望する時間帯 

（箕面市内の停留所を出発地とする回答者のみ） 
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■ 地区ごとの要望 

地区ごとの要望を地図内に示す。 

市西部 

 

市中部・船場地区 

市東部・小野原豊中線沿い

市東部・国道 171 号線沿い

市中部・国道 171 号線沿い

市中部・山麓線沿い 

市東部・山麓線沿い 

市北部（森町地区） 

運 行 ダイヤ  

路線  

施設・車両  

運賃・制度  

案内  

接続・遅延  

運 行 ダイヤ  

路線  

施設・車両  

運賃・制度  

案内  

接続・遅延  

運 行 ダイヤ  

路線  

施設・車両  

運賃・制度  

案内  

接続・遅延  

運 行 ダイヤ  

路線  

施設・車両  

運賃・制度  

案内  

接続・遅延  

運 行 ダイヤ  

路線  

施設・車両  

運賃・制度  

案内  

接続・遅延  

運 行 ダイヤ  

路線  

施設・車両  

運賃・制度  

案内  

接続・遅延  

運 行 ダイヤ  

路線  

施設・車両  

運賃・制度  

案内  

接続・遅延  

運 行 ダイヤ  

路線  

施設・車両  

運賃・制度  

案内  

接続・遅延  

凡例 

項目の横枠内の色は、各

項目毎の市全体での順位

１位   ■  赤  

２位   ■  橙  

３位   ■  黄  

４位以下 □  白 

運行ダイヤ 
「増発・増便」 
「運行時間帯の改善」 

路線 「路線の新設」 

施設・車両 
「停留所施設の改善」 
「車両のバリアフリー化」 

運賃・制度 
「運賃の値下げ」 

「乗り継ぎ割引の実施」 

案内 
「路線図がわかりにくい」 

「停留所・系統がわかりにくい」

接続・遅延 
「乗り継ぎの改善」 
「遅延の改善」 
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①  市中部（山麓線沿い） 

「増発・増便」以外の多数意見として、「停留所施設の改善」（31.0%）、「停留所や系統

がわかりにくい」（25.9%）あるいは「路線の新設・充実」（24.1%）がある。 

このうち、「停留所や系統がわかりにくい」との意見については、千里中央のバスターミ

ナルにおいて乗車位置が分散していること（さらに異なる行き先（系統）のバスが混在して

いる）等が原因として考えられる。また、「路線の新設・充実」との意見については、回答

した人の 71.4%が箕面駅方面への路線を挙げており、現在運行されている箕面山麓線

（36・37 系統）のバスサービスが低いことが原因として考えられる。 
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（N=58） 

 

図 現状のバスに関する要望（市中部・山麓線沿い） 

 

 

 

 

市中部・山麓線沿い

路線の新設（希望する方面） 
箕面方面 71.4% 
北千里方面 14.3% 
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②  市中部（国道 1７1 号線沿い） 

国道 423 号線を経由して千里中央を結ぶ路線が集中し、国道 171 号線を走行する石橋・

郡山団地線（92 系統）も走行していて、バス路線ならびにサービスレベルは充実している

ため、「停留所施設の改善」（41.2%）や「遅延の是正」（38.2%）といった意見が多い。 

このうち、「遅延の改善」については、国道 171 号線の交通集中による渋滞が主な原因

と考えられる。 
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図 現状のバスに関する要望（市中部・国道 171 号線沿い） 
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③  市中部（船場地区周辺） 

国道４２３号線を経由して千里中央を結ぶ路線が集中して、バスのサービスレベルが非常

に高いため、「増発・増便」や「路線の新設・充実」といった意見は少なく、バスの定時性

に関係した「遅延の改善」に関する意見が 42.9%とやや多い。 
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図 現状のバスに関する要望（市中部・船場地区周辺） 
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④  市東部（山麓線沿い） 

千里中央駅へのフィーダー型路線のみの停留所が多く、茨木、箕面、かやの中央、市立病

院などへの移動に関しては、一部を除いて途中で乗り換える必要があると見られる。 

このため、「料金の値下げ」（33.9%）、「乗継割引」（33.9%）あるいは「路線の新設」

（28.6%）といったバスの乗り継ぎに伴う負担の軽減を求める意見が多いと考えられる。 
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（N=56） 

 

図 現状のバスに関する要望（市東部・山麓線沿い） 
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⑤  市東部（国道 171 号線沿い） 

千里中央・北千里の各駅や茨木・石橋方面の路線・本数が充実しているため、「増発・増

便」への要望は他の地区に比べると低い割合であるが、「停留所施設の改善」（26.5%）、「乗

継割引の実施」（23.5%）や「運行時間帯の改善」（23.5%）を挙げる意見が多い。 

このうち、「乗継割引の実施」については、箕面駅方面のアクセスが不便な困難なために、

途中での乗り換えに際しての負担軽減を求めていることが考えられる。 
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（N=34） 

 

図 現状のバスに関する要望（市東部・国道 171 号線沿い） 

 

 

市東部・国道 171 号線沿い
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⑥  市東部（小野原豊中線沿い） 

「増発・増便」以外の多数意見として、「停留所施設の改善」（25.4%）、「運賃の値下げ」

（22.5%）がある。 

このうち、「運賃の値下げ」については、千里中央方面以外へのバス利用に関しては、乗

り換えが必要となり運賃の負担が大きくなることから、箕面方面や茨木方面へのバス利用に

対するサービスの見直しまたは新たなサービスを求めている可能性も考えられる。 
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（N=71） 

 

図 現状のバスに関する要望（市東部・小野原豊中線沿い） 

 

 

市東部・小野原豊中線沿い
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⑦  市西部 

バス利用者の大半の人（85.7%）が「増発・増便」を要望している。また、「路線の新設・

充実」（35.7%）や「停留所施設の充実」（35.7%）を挙げる意見も多い。 

「増発・増便」の意見がこれほどまでに高い理由として、箕面中央線（81・82・83 系

統）のサービスレベル等が影響しているものと考えられる。 

また、「路線の新設・充実」に関しては、かやの中央などへのアクセス路線が設定されて

いない地区が存在していること等が原因と考えられる。 
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（N=14） 

 

図 現状のバスに関する要望（市西部） 

 

 

市西部
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⑧  市北部 

「運賃の値下げ」（66.7%）と「増発・増便」（66.7%）を挙げる意見が多くなっている

が、これは利用できる路線が限定されていて、箕面道路を経由するために料金が別体系（加

算）となっているなど、地区の特性が影響しているものと考えられる。 
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図 現状のバスに関する要望（市北部） 
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2) 市内を循環するバス路線に関する意識 

箕面市内の停留所を出発地とする回答者のうち、「利用すると思う」と回答した人は

67.6%で、回答者全体の 3 分の２を超えている。 

このことから、市内のローカル輸送のバス路線に対して市民のニーズが高いと考えられる。 

地区別に見ると、箕面市内各地へのアクセス路線が充実している船場地区を除いて、利用

の意思が高い地域であり、現状において箕面市内の東西方向のバス路線が開設されていない

小野原豊中線沿いやローカル輸送のバス本数が少ない山麓線沿い等においては、特にその割

合が高い。 
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図 市内循環バスが開設された場合の利用意思 

（箕面市内の停留所を出発地とする回答者のみ） 
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3) 自転車駐輪場の整備に関する意識 

箕面市内の停留所を出発地とする回答者のうち、「利用すると思う」と回答した人は

25.5%で、回答者全体の約４人に１人である。 

地区別に見ると、市中部の国道 171 号線沿い、市東部の山麓線沿い、市西部、市北部で

は利用の意思が高い。一方で、市中部の山麓線沿いや船場地区では利用の意思が低い。 

このことから、現状の地形（ならびにバス停勢圏）やバスサービス（路線・運行本数）等

の条件により、自転車駐輪場の整備を実施した場合のバス利用促進の効果に影響するとみら

れる。 

なお、利用の意思が高い地域を整備効果の高い地区と想定すると、箕面森町線（1 系統）

や石橋・郡山団地線（92 系統）といった広域型のバス路線までのアクセスや、近隣店舗（商

業施設）の利用を兼ねたアクセスが考えられる。 
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図 箕面市内の停留所に自転車駐輪場を設置した場合の利用の意思 

（箕面市内の停留所を出発地とする回答者のみ） 
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 1.4 非バス利用者の意識の把握 
(1) 現状のバスサービスに対する要望 

回答世帯全体では、バスの増発（増便）を望む意見が３割近く（29.9%）で最も多く、路線

の新設や運賃の値下げ、乗り継ぎや路線図がわかりにくいといった意見が多い。 

地区別に見ると、粟生団地では、バスの増発（増便）以外の代表的な意見として、運賃の値

下げ（22.6%）、路線の新設（20.7%）、乗り継ぎ割引の実施（20.1%）が多い。このうち、

路線の新設は、箕面方面と茨木方面を結ぶ路線を求める意見が多い。 

現行の粟生団地のバス路線網は、千里中央へのフィーダー主体の路線となっている。また、

要望の多い方面への移動については、バス同士の乗り継ぎが必要となることが多く、結果とし

て運賃が割高になってしまう。このため、経路から外れる（もしくは運行サービスが低い）地

域間の移動に対する改善を求めているものであると考えられる。路線の新設や運賃の値下げ、

乗り継ぎ割引の実施に対する要望の割合が高いのは、こうしたことが原因のひとつであると考

えられる。 

桜ヶ丘では、路線図がわかりにくい（18.0%）、停留所や系統がわかりにくい（13.8%）、路

線の新設（12.0%）が多い。 

現行の桜ヶ丘地区のバス路線網は、近くに阪急箕面線が走っているために、路線や本数が限

られたものとなっていることから、公共交通の主体が鉄道となっていることが考えられる。こ

のため、目的地までバスで移動する場合の必要な情報を把握できていない人も少なくないもの

と考えられる。路線図や停留所・系統がわかりにくいという意見の割合が高いのは、こうした

ことが原因のひとつであると考えられる。 
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（N=331） 

 

図 現状のバスサービスに対する要望（調査地区全体） 



 38

 

●粟生団地 
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（N=164） 

 

●桜ヶ丘 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

増
発
・
増
便

路
線
図
が　

 　

 
わ
か
り
に
く

い

停
留
所
・
系
統

わ
か
り
に
く

い

路
線
の　

 　
　

 　

新
設
・
充
実

運
行
時
間
帯
の　

　
　
　
　

見
直
し

運
賃

の
値
下
げ

乗
継

の
改
善

遅
延

の
改
善

乗
継
割
引
の

導
入

車
両
の　

 
 
 

バ
リ
ア

フ
リ
ー
化

運
行
時
間
帯
の

改
善

そ
の
他

 

（N=167） 

 

図 現状のバスサービスに対する要望（粟生団地・桜ヶ丘） 

 

 

 

 

非バス利用者の定義について 

 

ＴＦＰの事後調査における世帯全体の日常の交通行動について、 

[自動車の利用回数]：[公共交通の利用回数]の割合が８：２より[自動車の利用回数]の割合が大きい 

上の条件に該当する世帯を「非バス利用者」の世帯と定義した。 

 

なお、調査結果については、ＴＦＰの事後調査の公共交通に関する意識の質問に対する回答結果を用いること

とした。 

路線の新設（希望する方面） 
箕面方面 55.9% 
茨木方面 38.2% 
 他 

 N=34 

路線の新設（希望する方面） 
千里中央方面 20.0% 
かやの方面 15.0% 
 他 

 N=20 
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(2) 市内循環バスに関する意識 

回答世帯全体では、「利用すると思う」と回答した世帯が４割以上（44.1%）であるが、Ｔ

ＦＰの調査地区全体やバス利用者調査の結果と比較すると、その割合が２割以上低くなった。 

粟生団地や桜ヶ丘でも同様の傾向であった。 

ただし、この中から自動車の利用を控える意識が高い世帯について分析してみると、ＴＦＰ

の調査地区全体やバス利用者調査の結果と同様に、「利用すると思う」と回答した世帯が７割近

く（67.96%）と高くなった。 

この結果から、バス路線（運行サービス）が整備（向上）すれば、箕面市内の拠点となりう

る地区への移動に公共交通を利用する可能性があると期待される。 

 

 

◆対象世帯全体 

44.11%

48.17%

40.12%

37.76%

33.54%

41.92%

18.13%

18.29%

17.96%

利用すると思う その他・無回答 利用しないと思う

 

 

 

◆自動車利用を控える意識が高い世帯 

67.96%

67.92%

68.00%

7.77%

11.32%

4.00%

24.27%

20.75%

28.00%

利用すると思う その他・無回答 利用しないと思う

 

 

 

図 市内循環バスが開設された場合の利用意思 

全  体 

 

粟生団地 

 

桜 ヶ 丘 

全  体 

 

粟生団地 

 

桜 ヶ 丘 
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(3) 北急延伸における公共交通への転換の意思 

回答世帯全体では、自動車交通を減らして電車やバスなどの「公共交通の利用が増えると思

う」と回答した世帯は４分の１程度（23.6%）で、「変わらないと思う」と回答した世帯はお

よそ３分の１（33.2%）であった。 

地区別に見ると、粟生団地では「公共交通の利用が増えると思う人」と回答した世帯が３割

近く（28.7%）なのに対して、桜ヶ丘では２割以下（18.6%）であった。 

ただし、この中から自動車の利用を控える意識が高い世帯について分析してみると、「公共交

通の利用が増えると思う人」と回答した世帯がそれぞれ１割以上多くなった。 

地域差が生じた原因としては、桜ヶ丘では既に徒歩等の移動で鉄道が利用できる環境にある

のに対して、粟生団地では鉄道駅から距離が離れているために、北大阪急行線が箕面市内に延

伸されると公共交通の利用環境が飛躍的に向上すると期待している世帯が多いことが考えられ

る。また、鉄道の延伸によって公共交通の利用が増える可能性が大きくなると考えられる。 

 

 

◆対象世帯全体 

23.56%

28.66%

18.56%

43.20%

38.41%

47.90%

33.23%

32.93%

33.53%

公共交通の利用が
増えると思う その他・無回答 変わらないと思う

 

 

 

 

◆自動車利用を控える意識が高い世帯 

36.89%

39.62%

34.00%

20.39%

20.75%

20.00%

42.72%

39.62%

46.00%

公共交通の利用が
増えると思う その他・無回答 変わらないと思う

 

 

 

図 市内循環バスが開設された場合の利用意思 

 

全  体 

 

粟生団地 

 

桜 ヶ 丘 

全  体 

 

粟生団地 

 

桜 ヶ 丘 
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資料 11 簡易 TFP 調査 事後調査票 
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1.5 市民アンケート調査等 
 

平成 18 年度に実施した「箕面市市民満足度アンケート調査」ならびに平成 19 年度に実施し

た「Ｍバス利用者へのアンケート調査」の結果に基づいて、箕面市の公共交通（主にバスに関す

るもの）に対する市民の意見を整理した。 
 

・ 行き先等の認知度は、路線バスは高い（８３％）が、Ｍバスは低い（３９％）。 

・ 利用状況は、路線バスは半数以上（５５％）が利用するが、Ｍバスはあまり利用させていな

い（１３％）。 

・ 必要性は、路線バスは高い（７９％）が、Ｍバスは低い（４２％） 

・ 現在のバス路線の路線バスの交通体系の主力となっていることから、行き先として駅へのア

クセスに関する不満の割合は非常に低くなっている（４%）。 

・ 不満に感じていることは、路線バス・Ｍバスともに運行時間や便数に関するものが最も多く

なっている（路線バス：４１％、Ｍバス：３８％）。また、路線バスでは行き先（２８％）が

多い。Ｍバスでは情報等（２２％）に関するものが多い。 
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● 現状のバス路線網について 

全体の４割を越える人が現状のバス路線に対して不満に感じており、満足だと感じている人は

１割ほどに留まっている。 

 

現状のバス路線網について

わからない
10.0%

どちらかといえ
ば不満
22.5%

不満
20.8%

満足
2.4%

ふつう
35.2%

どちらかといえ
ば満足
9.2%

 

 図 バス路線網についての満足度 

（平成 18 年度 箕面市市民満足度アンケートより） 
 

● 路線バスの利用状況と必要性 

路線バスの利用状況は、半数以上の人が利用している。 

また、路線バスの必要性については、全体の８割近くの人が必要だと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 路線バスの利用状況と必要性 

（平成 18 年度 箕面市市民満足度アンケートより） 

路線バスの利用状況

月１～２日
32.5%

利用しない
44.5% 週１～２日

10.7%

週３～４日
4.7%

週５～６日
3.9%

毎日
3.6%

路線バスの必要性

わからない
8.2% 必要

59.3%

どちらかと
いえば必要

20.5%

どちらかと
いえば不要

5.5%

不要
6.5%
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● バス路線網整備の重要度 

全体の約３分の２の人がバス路線網整備を求めており、現状の問題点を整理したうえで、より

よいバス路線網の構築が求められている。 

 

バス路線網整備の重要性

わからない
6.0%

あまり力を入れ
る必要はない

1.3%
力を入れて

ほしい
32.9%

今のままでよい
25.3%

力を入れる必要
はない
1.4%

どちらかといえば
力を入れて

ほしい

32.9%

 

 図 バス路線網整備に対する要望 

（平成 18 年度 箕面市市民満足度アンケートより） 

 

 

● 路線バスへの不満内容 

運行時間・便数や行き先といった公共交通体系全般の運行サービスについての内容が多くなっ

ている。現在の路線バスの交通体系の主力となっている駅へのアクセス（鉄道フィーダー）輸送

に関する不満の割合は低くなっている。 

 

路線バスへの不満内容

行き先
28.0%

バス停が遠い
11.7%

駅アクセス
4.3%

その他
14.9%

運行時間・便数
41.1%

 

 図 路線バスに対する不満 

（平成 18 年度 箕面市市民満足度アンケートより） 
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● 市民の意見 

フィーダー型のバス路線については、市内東北部（外院・粟生・間谷地区）や市内東南部（小

野原地区）、そして中部（国道 423 号沿線）では、終日にわたって比較的サービスレベルが高く

なっているが、その他の地区では、時間帯によりサービスレベルに差が生じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 Ｍバスを利用して行きたいところ 

（平成 19 年度 Ｍバス利用者アンケート調査より） 

 

Ｍバスの自由乗降が可能な場合に、行きたいところを尋ねたところ、箕面駅、箕面駅周辺の施

設、かやの中央の施設が上位３カ所（地区）が全体の３分の２近くを占めている。（図） 

一方で、こうした場所への公共交通サービスの状況は以下のとおりである。 

 

表 箕面市内の主要場所への公共交通サービスの現状 

 

出発地 ＼ 目的地 箕面駅 箕面駅周辺の施設 かやの中央の施設 

西北部 

（桜・桜ヶ丘・新稲地区） 
△ △ × 

西南部 

（国道 171 号線沿線） 
× × ○ 

北部 

（止々呂美・森町地区） 
× × △ 

中部 

（国道 423 号線沿線） 
○ ○ ○ 

東北部 

（外院・粟生・間谷地区） 
△ △ △ 

東南部 

（小野原地区） 
× × △ 

自由乗降可能な場合に行きたいところ

牧落駅
4.1%

桜井駅
5.7%

桜井駅周辺の
施設
3.0%

牧落駅周辺の
施設
2.1% その他

7.6%

なし
9.3% 箕面駅

31.8%

かやの中央の
施設

15.9%

箕面駅周辺の
施設

20.4%
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 1.6 まとめ（課題抽出） 
 

これまでの各アンケート調査の結果を踏まえると、バス利用促進方策の検討に際しては、以下

に挙げるような課題が挙げられる。 

 

課題１ 運行のサービスレベルの引き上げ 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題２ バスサービスの地域差の解消 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題３ 箕面市内のローカル輸送の改善 

 

 

 

 

 

 

課題４ 停留所設備のさらなる整備・改善 

 

 

 

 

 

 

 

課題５ 公共交通の利用促進に向けた積極的な情報の提供 

 

 

 

 

 

 

調査地区、日常におけるバス利用の有無に関わらず、最も多い要望が運行のサービスレベルの引き上げ（増

便（増発）、運行時間帯の見直し）である。特に、現行のバスサービスにおいて運行のサービスレベルが比

較的低い市の西部と北部で意見が多い。 

また、運行のサービスレベルが高い地区では、運賃の値下げや乗り継ぎ割引の充実や箕面（もしくは茨木

方面）への路線の整備を求める意見が多く、さらなるバスの利便性を要望する意見が多いことから、運行の

サービスレベルの改善が期待される。 

調査地区、日常におけるバス利用の有無に関わらず、箕面市内の拠点（箕面駅周辺等）を結ぶ路線の整備

（もしくはサービスレベルの引き上げ）を期待しており、整備された場合には、多くの市民が「利用すると

思う」と回答（バス利用者：67.6%、非バス利用者：44.1%（自動車利用を控える意識が高い世帯では

68.0%））しており、公共交通の利用促進のためにも市内循環型ネットワークの改善が期待される。 

バス利用者の意見で「増発（増便）」の次に全市域で多いものに、停留所の設備（ベンチ、上屋）の整備・

改善への要望があることから、さらなる整備・改善が期待される。 

また、バス停までのアクセス改善・利便性向上のための自転車駐輪場の整備については、広域型のバス路

線が走行する国道 171 号線の沿線や、最寄駅からの距離が離れている地区で整備された場合に「利用する

と思う」と回答する意見が多いことから、整備に向けた検討が期待される。 

非バス利用者の中には、「路線図がわかりにくい」、「バス停、系統がわかりにくい」といった意見が比較

的多く、自動車利用を控える意識が高いながらも路線バスを利用していない状況が考えられる。 

こうした人たちが今後、自動車利用からバス等の公共交通利用へ転換する可能性があると考えられること

から、現在の公共交通への課題に対応しながら、同時に公共交通に関する情報やサービス内容をきめ細かく

提供していくことが期待される。 

バスサービスが低い地域ではサービスレベルの引き上げを求める意見が多く見受けられる。また、フィー

ダー型のバスサービスが充実している地区でも、ローカルのバスサービスが不足しているために改善を求め

る要望が多い。 

箕面市内のバス路線は、千里中央駅への鉄道フィーダー輸送が主力となっていて、概ね高いサービスレベ

ルにあるが、一部の地域や箕面市内のローカル輸送ではバスサービスが不足しているなど、箕面市内のバス

サービスには地域差が認められることから、これを解消するためのバスサービスの改善が期待される。 
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２．バス利用促進方策について 
 

これまで、箕面市内の公共交通（主にバス）について各アンケートの結果から市民の意識や

要望について分析したが、運行に関するもの、設備に関するもの、制度に関するもの、利用環

境に関するもの等多くの内容があるため、全てについて実現していくのは困難である。 

そこで、前頁で整理した５つの課題について、バス利用方策を検討する上でこれらを整理す

れば、①ローカル輸送を中心としたバスネットワークの見直しと②市民の要望・実現可能性を

踏まえたバスサービスの改善に集約されると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ローカル輸送を中心としたバスネットワークの見直しについては、以下のものが挙げられ

る。 

 

z 公共施設巡回福祉バス（Ｍバス）の路線バスとの連携または一体化に向けた計画 

z 小野原豊中線の供用開始に伴う新たなバス路線計画 

 

ローカルバスについては、箕面市内の地域間移動における重要な公共交通機関であるが、現

状では路線が整備されていない地区があり、バスサービスも十分とはいえない状況であるので、

2008（平成 20）年 12 月に取りまとめられた「市内バス路線網の整備に関する研究成果報告

書」も活用しながら、公共施設巡回福祉バス（Ｍバス）と路線バスとの連携または一体化を前

進させることが必要である。 

また、小野原豊中線の供用開始に伴って新たな計画される路線は東西バスネットワークの一

端となりうると期待されるので、バスネットワークの見直しの一環として関係者との間で調整

を図る必要がある。 

 

②市民の要望・実現可能性を踏まえたバスサービスの改善については、現状のフィーダー主

体のバスサービスにおいて、さらなる改善が可能と考えられる内容を中心に実施可能なバスサ

ービスについては、行政とバス事業者が連携して検討・調整を図る必要がある。 

 

バス利用促進の検討結果を踏まえ、今後箕面市が取り組むべき公共交通利用活性化に関する

プログラムは以下のとおりである。 

課題1 運行のサービスレベルの引き上げへの要望 

課題2 バスサービスの地域差の解消 

課題3 箕面市内のローカル輸送の改善 

課題4 停留所設備のさらなる整備・改善 

課題5 公共交通の利用促進に向けた積極的な情報の提供

①

②

ローカルバスを中心とした

バスネットワークの見直し
①

市民の要望・実現可能性等を

踏まえたバスサービスの改善
②

 
ローカ ルバスを中心と し た

バスネッ ト ワーク の見直し  
①

市民の要望・ 実現可能性等を

踏まえたバスサービスの改善
②
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表 バス利用促進方策 

方策 取組内容 取組にあたっての
関係者 

公共施設福祉巡

回バス（Ｍバス）

と路線バスとの

連携計画 

課題 1 

課題 2 

課題 3 

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法

律」に基づく制度を活用して、箕面市、国、

府、バス事業者、市民を含めた関係者で組織

する法定協議会を設置し、「地域公共交通総合

連携計画」を策定し、実証実験を目指す。

（2009（平成 21）年度～） 

箕面市 

国 

大阪府 

事業者 
（阪急バス） 

市民 

① 

ロ
ー
カ
ル
輸
送
を
中
心
と
し
た

■ 

バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
見
直
し 

小野原豊中線の

供用開始に伴う

新たな路線 
課題 2 

東西バスネットワークの一つとして、本路線

への路線バスの検討を箕面市、阪急バスが中

心となり進める。 

箕面市 

事業者 
（阪急バス） 

夜間時間帯にお

ける運行便数の

増便 
課題１ 

利用者の要望が多い夜間時間帯以降の運行サ

ービスの向上について検討を行う。 

※ 深夜時間帯については、小野原東線で深夜

便の運行がなされている。 

事業者 
（阪急バス） 

地区によるバス

サービスレベル

の差の改善（路

線の改善・新設

や増便等） 

課題 1 

課題 2 

ローカル路線については、Ｍバスと路線バス

との連携または一体化によって市内全域での

ローカルバスの利用環境整備を進める。 

フィーダー路線については新たな道路の供用

開始に合わせた新規路線の整備等を見極めな

がら、現行路線の経路の変更・系統の振替、

もしくは増便等を検討する。 

箕面市 

事業者 
（阪急バス） 

乗り継ぎにおけ

る運賃割引 課題１ 

利用者から要望の多い路線バス同士を乗り継

いだ場合の料金体系・制度を検討する。 

※ ゾーン定期券、1 日乗車券、各種乗り継ぎ

制度（通し運賃の適用、割引運賃） 

箕面市 

事業者 
（阪急バス） 

主要なバス停に

おける上屋・ベ

ンチの整備 
課題 4 

道路状況や利用者数等を勘案しながら、停留

所への整備を進める。 

箕面市 

国 

大阪府 

事業者 
（阪急バス） 

② 

市
民
の
要
望
・
実
現
可
能
性
を
踏
ま
え
た
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

バス路線や時刻

表等の情報提供

を行うマップ等

の作成 

課題 5 

バスの利用に有用な情報を盛り込んで、気軽

で便利にバスが利用できるように地区毎に編

集して、家庭や職場等で活用してもらえるよ

うにする。（モビリティ・マネジメントで実施） 

また、市域全体をカバーするわかりやすいバ

ス路線網図（路線バス、Ｍバス）を作成して

市民に配布するとともに、箕面市ホームペー

ジにもバスマップを掲載し、バス事業者のホ

ームページとのリンクにより、バス停ごとの

時刻表等の情報提供を行う。（2009（平成

21）年度～） 

箕面市 

事業者 
（阪急バス・阪急電鉄）

市民 

※は近隣の市等で実施されている内容 


